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各拠点が特徴を活かし各拠点が特徴を活かし各拠点が特徴を活かし各拠点が特徴を活かしながら、連絡協議会により連携ながら、連絡協議会により連携ながら、連絡協議会により連携ながら、連絡協議会により連携    

○保育園舎の特徴を活かした遊びの展開   周囲をりんご畑に囲まれたのどかな場所にある「座光寺つどいの広場」は、統廃合された保育 所を利用しています。施設の広さを活かし、各部屋を、シーソーやすべり台などの大型遊具で広々と遊べる｢プレイルーム｣、車や電車のおもちゃなどで遊べる「のりものあそびの部屋」、「本の部屋」など、目的別に遊べるようにしています。また、屋外ではブランコ・砂遊び（夏は水遊び）など、利用者の様々なニーズに対応しています。  飯田市では、核家族や転勤族が多いため、子育てが孤立化しやすくなりがちですが、拠点に来ることで親子が地域とのつながりを持てるよう、従事者は積極的に親子同士の交流を促すような声かけや取組等を実施しています。   
○市内の拠点ネットワーク「飯田市つどいの広場連絡協議会」   飯田市では、市直営１ヵ所、運営委託７ヵ所の拠点のすべてが「ひろば型」です。これは、飯田市が山間地域にあるため、各地域に支援機能を分散し、「身近に行ける親子交流の場」を求めるニーズに対応したものです。  運営委託先は社会福祉法人・学校法人・ＮＰＯ法人・市民活動団体など様々で、保育所を運営する社会福祉法人は保育所との連携、学校法人は学生との交流、高齢福祉施設を運営する社会福祉法人は高齢者との交流など、それぞれの特徴を活かした取組を実施しています。各拠点にこのような特徴を持たせることで、親子が自分に合う拠点を見つけやすくなりました。  また、拠点間の連携を図るため「飯田市つどいの広場連絡協議会」を設置し、月１回の定例会のほか研修会等を実施し、情報交換や対応困難事例の相談などを話し合っています。 

○拠点の概要  運営主体  長野県飯田市 実施形態  ひろば型 所 在 地  〒395-0001 長野県飯田市座光寺1008（旧大堤保育園） 電話番号  0265-23-9666 開設時期  平成17 年 開所日時  月～金 9:30～15:30 スタッフ  常勤３名（保育士２名、幼稚園教諭１名） 利用者数  年間延べ約7,200人  
○地域性や特徴  座光寺つどいの広場は、長野県の南端に位置する飯田市にあり、南アルプスと中央アルプスに囲まれた人口約 106,000 人の市で、年間出生数は900～1,000 人です。 現在の飯田市には核家族や転勤族が多いのですが、古くから農村であったため、みんなで支え合う「結い（協働作業）の精神」が根付いており、子育て支援においてもその精神は活かされています。 
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